
運営事務局会議 議事内容報告 
 

１．平成２９年度 運営事務局会議開催状況 

 開催⽇ 議事 

第３回運営事務局会議 H29 年 12 ⽉ 14 ⽇（⽊） 

(1)区⾃⽴⽀援協議会の報告 

(2)相談⽀援連絡会の報告 

(3)地域⽣活⽀援拠点等整備推進について 

(4)運営事務局会議での要望、検討事項について

第４回運営事務局会議 H30 年 3 ⽉ 7 ⽇（⽔） 

(1)区⾃⽴⽀援協議会の報告 

(2)相談⽀援連絡会の報告 

(3)8 区横断作業チーム検討会の報告 

(4)第 20 回全体会について 

 

２．平成２９年度 運営事務局会議委員名簿(第３回、第４回)           敬称略 

No 所属 ⽒名 所管区 備考 

１ (福)いぶきサポート協会 きぼう福祉園 広岡 優次 東 H28・29 会⻑ 

２ (福)新潟みずほ福祉会 第２みずほ園 海⽼ 郁夫 ⻄ H28・29 副会⻑ 

３ 障がい者基幹相談⽀援センター東 吉井 綾乃 北  

４ 障がい者基幹相談⽀援センター中央 ⼭⽥ 恵  相談⽀援連絡会 

５ 障がい者基幹相談⽀援センター秋葉 杉⼭ 貴則 江南  

６ 障がい者基幹相談⽀援センター⻄ ⽵⽥ ⼀光 ⻄  

７ 中央区役所健康福祉課障がい福祉係 瀬⼾ 則⽂ 中央  

８ 秋葉区役所健康福祉課障がい福祉係 ⾦⼦ 真也 秋葉  

９ 南区役所健康福祉課障がい福祉係 ⽩倉 実 南  

１０ ⻄蒲区役所健康福祉課障がい福祉係 織⽥島 ⿇美⼦ ⻄蒲  

 障がい福祉課介護給付係 杉本 浩  事務局 

      〃 ⽯川 雅⼤  〃 

資料２ 



３．昨年度からの検討課題について 

No 検討・要望事項 検討内等 

(１) ⼊所待機者の解消について 

(北区⾃⽴⽀援協議会より) 

⼊所待機者数の現状を確認。⼊所順番が回ってきても

断るケースが後を絶たず課題となっていることなど

を議論。待機者の全体数を議論するより、⼊所緊急度

が⾼い⼈についての議論が必要で、⼊所調査票や⼊所

の必要性について、ケースワークの⽅法を⾒直すべき

などの意⾒。(H28.12.27 運営事務局会議) 

▼ 

状況：引き続き検討 

⼊所調査票や待機順番は県が管理しているため、⾒

直しは困難。待機者の解消のために必要なサービス

について、区に課題の具体的な分析を依頼。 
 

(２) 「移動⽀援」要件の⾒直しにつ

いて 

(中央区⾃⽴⽀援協議会より) 

対象者要件の⼀部拡⼤、⽀給決定基準とする要件の追

加、難病患者等の⼀部の対象者追加、上限時間の設定

などについての⾒直しの要望。(H29.1.10 運営事務

局会議) 

▼ 

状況：終了 

障がい福祉課で検討し、運営事務局会議で報告を⾏

った。平成 30 年 4 ⽉より⾒直し後の制度運⽤開始。

（資料 2-2 参照） 
 

 

 

 

 

 

 

 



４．今年度の要望・検討事項について 

No 検討・要望事項 検討内等 

(１) ⼣⽅⽀援について 

(北区⾃⽴⽀援協議会より) 

在学中の放課後等デイサービスは 18 時頃まで利⽤で

きたが、卒業後の通所施設は 15 時 16 時に終了す

るため、本⼈の⽣活リズムが乱れ、家族がフルタイム

の仕事を辞めなければならない可能性も。移動⽀援、

短期⼊所、⽇中⼀時⽀援などを利⽤することもある

が、空きがない場合もある。これを踏まえ、⽣活介護

事業所の朝⼣のサービス提供に応じた加算創設、就労

系サービス事業所の延⻑⽀援加算の創設等に関する

要望。(H29.10.5 運営事務局会議) 

▼ 

状況：引き続き検討 

通所施設の利⽤時間を原因に、⽣活リズムが崩れて

本⼈に影響を及ぼしたケースがどの程度あるのか。

また、フルタイムで働いていたが退職してしまった

保護者が何⼈いるのかなど、まずは区での詳細な課

題分析を改めて依頼。 

それを踏まえ、真に取り組むべきは加算の創設なの

か、再度検討する。 
 

(２) 計画相談⽀援事業所の整備に

ついて 

(⻄区⾃⽴⽀援協議会より) 

計画相談⽀援事業所の整備が進まない。南区と江南区

には１ヶ所しかないため地域差も発⽣している。状況

改善のため、具体的対策の検討を要望。(H29.10.5

運営事務局会議) 

▼ 

状況：引き続き検討 

改正後の運営基準、報酬告⽰等を精査し、今後の⽅

針を検討していく。 
 



（３） 新潟市地域⽣活⽀援拠点等整

備について(H29.12.1 区報告

会) 

(中央区⾃⽴⽀援協議会より) 

障がい者の夜間等緊急対応と⽇中対応者への引継ぎ

をスムーズに実施するため、早急にコールセンターと

基幹相談⽀援センター、計画相談⽀援事業所がより密

に連携し、対象者の情報共有と、対応がよりスムーズ

に実施できるよう検討を要望する。 

また、今後の打ち合わせを開催するうえでもコールセ

ンターと基幹相談⽀援センター及び相談⽀援事業所

との連携体制を明確にする必要がある。 

(H29.12.15 運営事務局会議) 

▼ 

状況：終了 

3 ⽉に、計画相談事業所と基幹相談⽀援センターに

対し、地域⽣活⽀援拠点等事業に関す説明会を開

催。事業開始以降も定期的な意⾒交換、連携協議の

場の設置を検討している。 
 

（４） 新潟市地域⽣活⽀援拠点等整

備について(H29.12.1 区報告

会) 

(⻄区⾃⽴⽀援協議会より) 

コール事業の対象は、知的障がいに限るということだ

が、児童も含め、精神疾患のある⼈が⽇常的に暴れる

等により、家族が疲弊し、距離を置きたいとの相談が

増えているが、病院等からも出され、在宅⽣活を余儀

なくされる状況である。その他の障がいについても検

討を要望する。 

(H29.12.15 運営事務局会議) 

▼ 

状況：終了 

初年度は、⾏動障がいのある障がい者児と、⾼齢の

介護者と⽣活する知的障がい者を対象として事業

開始するが、その他の者に対する⽀援の在り⽅につ

いても、引き続き検討していく。 
 



（５） 重症⼼⾝障がい児や医療ケア

が必要な障がい児者のより、⾝

近な地域で利⽤できる福祉サ

ービスの充実について

(H29.12.1 区報告会) 

(⻄蒲区⾃⽴⽀援協議会より) 

重症⼼⾝障がい児や、医療的ケアが必要な障がい児者

が利⽤できる施設が⻄蒲区内で確保できず、市内他区

の施設は通いづらい。学校関係者からも卒業⽣の実習

先・進路調整で苦慮するとの報告があった。重症⼼⾝

障がい児や、医療的ケアが必要な障がい児者にとっ

て、⾝近な地域で利⽤できるサービスの充実に向け、

市の現状を把握するための調査を実施し、必要なニー

ズを協議できる場の創設を要望する。 

(H29.12.15 運営事務局会議) 

▼ 

状況：引き続き検討 

設置の必要性も含めて引き続き検討していく。 
 

（６） ⾃⽴⽀援協議会の体制の⾒直

しについて 

(運営事務局会議より) 

地域から上がった課題を整理し、議論していくため、

現在の⾃⽴⽀援協議会の体制の中に専⾨部会の設置

を要望する。 

既設の相談⽀援連絡会の他、就労⽀援部会、療育⽀援

部会、権利擁護部会、精神障がい者地域移⾏地域定着

⽀援部会など。 

これまでの⾏政に頼る運営ではなく、事務局を⺠間が

担い、⺠間主体の協議会運営を⽬指したい。 

(H30.3.7 運営事務局会議) 

▼ 

状況：引き続き検討 

設置の是⾮、運営の在り⽅などを含め、協議会委員、

基幹相談⽀援センター相談員と検討していく。 
 



（７） 移動⽀援事業について 

(H30.3.1 区報告会) 

(⻄区⾃⽴⽀援協議会より) 

療育⼿帳Ｂと⾃閉症スペクトラムの 19 歳男性に対す

る⽀援の中で、移動⽀援が必要となったが、空きがな

く断られてしまうというケースが発⽣した。 

真に必要な⼈が利⽤できない状況であり、将来の補完

と緊急性の精査などを含め、制度の⾒直しを要望す

る。 

(H30.3.7 運営事務局会議) 

▼ 

状況：引き続き検討 

課題の検討と分析を区で取り組み、整理した内容を

改めて運営事務局会議に上げる。 
 

 


